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今日の内容
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1. データを読み込む
2. データを分析する
3. 分析したデータを可視化する

✿データ分析の一般的な手順

今日の目標
これらの手順の基礎的な操作を学ぶ！！



ライブラリ
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✿ライブラリーのインポート

✿本日使うライブラリ
• numpy
ベクトルや行列計算を使うためのライブラリ

• pandas
DataFrameを提供するライブラリ

• csv
csv読み書きのためのライブラリ

• matplotlib
グラフ描画のためのライブラリ

汎用性の高い複数のプログラムを再利用可能な形でひとまとまりにしたもの

前回インストールしてもらったPythonだけでは，csvの読み書きや統計的計算など
できないことがたくさんある…



Csvの読み込み
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今回使うデータ：
配布済みの“kanko_matsuyama.csv”，“kanko_castle.csv”

✿ディレクトリの設定

作成したいフォルダ
で“New”をクリック
すると，

新しいファイルが作
成される

ファイル名を変更で
きる



Csvの読み込み
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今回使うデータ：
配布済みの“kanko_matsuyama.csv”，“kanko_castle.csv”

✿ライブラリーのインポート

Code
import [ライブラリー名]

長くて面倒なときは省略名定義



Csvの読み込み
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今回使うデータ：
配布済みの“kanko_matsuyama.csv”，“kanko_castle.csv”

✿csvの読み込み

../
（一つ戻る）

data/
（dataに移動）

○○.csv/
（ ○○.csvに移動）

Code
名前 ＝ pandas.read_csv(“××/○○.csv”)



numpy配列とpandasデータフレーム
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Numpyのndarray

多次元配列を扱うクラスのこと
メリット：ndarrayは要素の型や要素数を揃えて固定してしまうことで行列演算用の関数
が使えて、計算を楽にすばやくできる

0行目 1行目

1 5 4
2 5 6

数え方が特殊なので注意！！

0
列
目

1
列
目

2
列
目

0行目

1行目

0行目

1列目

0行目2列目の要素



numpy配列とpandasデータフレーム
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Pandas  の DataFrame
DataFrameはカラムごとに異なる型の値を持つことができる２次元のラベル付けされた
データ配列のこと
メリット：csvをそのまま読み取ることができ，簡単な操作がしやすい

これも0から数え
るので注意！！

column

index

Code
名前 ＝ pandas.DataFrame({‘列名’：[data,data,data…],

‘列名’：[data,data,data…],})



numpy配列とpandasデータフレーム
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Numpyのndarray

多次元配列を扱うクラスのこと
メリット：ndarrayは要素の型や要素数を揃えて固定してしまうことで行列演算用の関数
が使えて、計算を楽にすばやくできる

Pandas  の DataFrame
DataFrameはカラムごとに異なる型の値を持つことができる２次元のラベル付けされた
データ配列のこと
メリット：csvをそのまま読み取ることができ，簡単な操作がしやすい

np.array(データフ
レーム名)

Pd.DataFrame(配
列名)

それぞれのメリットを生かして
型を変換しながら使おう！！！



numpy配列とpandasデータフレーム
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Numpyのndarray

多次元配列を扱うクラスのこと
メリット：ndarrayは要素の型や要素数を揃えて固定してしまうことで行列演算用の関数
が使えて、計算を楽にすばやくできる
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DataFrameはカラムごとに異なる型の値を持つことができる２次元のラベル付けされた
データ配列のこと
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Csvの読み込み
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今回使うデータ：
配布済みの“kanko_matsuyama.csv”，“kanko_castle.csv”

✿csvの読み込み

../
（一つ戻る）

data/
（dataに移動）

○○.csv/
（ ○○.csvに移動）

Code
名前 ＝ pandas.read_csv(“××/○○.csv”)



データの可視化
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データを見てみよう！

各項目ごとの年次ごとの推移を見たい！

Code

データフレーム名.plot.bar(x=○, y=× )
plt.title(‘***’)

Pythonのoutに出力



データの可視化
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ちょっと応用編

3つの棒グラフを
重ね合わせる 淡い色にする

文字サイズ

色の指定



データの可視化

13

ちょっと応用編 積み上げ棒グラフ色の指定

線の太さ 破線



データの可視化
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ちょっと応用編

強調半径


